
地域おこし協力隊活動報告書

活動団体 アソビシロ
役職
氏名 田尻泰崇
着任日 令和６年６月１日

活動月 令和７年 12 月（着任 19 ヶ月）
主な活動 1. 入学希望者対応

2. 寮の再調整
3. 街歩きイベント

１.入学希望者対応
12 月に入り、今年 1 年の振り返りと入学希望者対応に関して

書こうと思います。地域みらい留学の本格募集が今年から始まり、
度重なる事務局との打ち合わせ、度重なる市役所、学校、地域との打
ち合わせを繰り返し、募集ポイントの整理、説明会用資料の作成、映
像資料の再編など、万全の準備を整えて説明会に臨みました。オンラ
イン説明会、東京・大阪の対面説明会、追加の補足説明会を経て、
計 3 組の入学希望者が南九州市に足を運んでくれました。3 組目が
大阪から 12 月初旬にいらっしゃいましたので対応しました。保護者
の方や本人が思っている不安や気になっていることに答えられるよ
うなスケジュールを作成して学校と地域、市役所の協力体制のもとご
案内をさせていただきました。残念ながら受験することになりません
でしたが、南九州市に好印象は持っていただける結果となりました。
ここで課題となったのが 3 組中 2 組が同じ理由で受験を諦める結果
となっていることでした。この課題は「寮に 1 人で住むのが不安」
というものです。
高校の取り組みや寮の建物自体は非常に魅力的という意見をいただ
いているのですが、1 人暮らしを始めるには広すぎる寮で、不安を感
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じてしまうという意見もいただきました。初年度ということもあり、
ルームメイトがいない状況なのです。前回も同じ理由だったため、
今回は 24 時間体制で何かあったときに駆けつけられる体制ができ
ることを伝えられるよう、実際の看護師の方に同行していただきまし
たが、「同級生」のルームメイトの安心感を求めているパターンでし
た。確かに寮の別の部屋に同じ年の学生が住んでいるだけで安心感が
違ってくるかと思います。この問題点を改善するために対策をしなけ
ればなりません。

２.寮の再調整
1 で記載したように受験まであと少しのところで課題点が見えて

きたので、ここを改善するために対策を練りました。まずは地域へ状
況を共有し、寮に学生がいる状況を作った上で、来年度の募集を行う
必要性があることを確認ができました。しかしながら、地域みらい留
学で 1 人の学生が留学をしてくれることでもハードルが非常に高い
ので、鹿児島近辺の学校から寮に住んでもらえるような学生を募集す
る方法でいくしかないかと思います。ところが、鹿児島の近隣だと地
域みらい留学に該当しないので、寮の費用を考えると送り迎えの選択
をする可能性が高いという問題が出てきます。現状、中距離で通学の
ことで悩んでいる受験希望者も実際にいて、快適な寮設備を有効的に
活用できるように、この部分を解消できればと学校と市役所、地域に
各々話をしに行きました。
結果として、細かい部分の調整や現実的な予算の部分で現状では難し
いという状況です。今の状況のままで来年度の募集をかけても同じよ
うな状況になる可能性があります。ここは引き続き改善をしていかな
くてはならない課題として取り組んでいきます。

３. 街歩きイベント
12 月 26 日、公民館の話し合いにて上がっていた地域の繋がりを

活性化していくイベントに関して、早速第一回の街歩きイベントが
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開催されました。このイベントは地域の子供たちが主役で、自分たち
の住んでいる川辺の街に何があるのかを知った上で、自由な発想で、
どんなものがあったら良いかアイデアを出し合って交流するという
イベントになっています。公民館に集合し、企画メンバーの大人たち
と川辺高校の学生ボランティアと共に実際に街を歩いてみることか
ら始まりました。川辺商店街を中心にどんな建物が存在していて、歴
史の中で活用方法がどのように変わっていったかを地域の大人が話
しながら歩きました。３グループに分かれて活動して、子供達が決め
たルートで街を観察していきました。実際に商店に入り、買い物をし
てみたり、郵便局で年賀状を買って家族に書いてみようという企画も
行いました。1 人で買い物をしたことがない子供達が商店で買い物を
している姿は初々しく楽しんでいるようでした。買い物を終えて、
公民館に戻りグループにて模造紙に理想の街を書き込みました。
高校生たちも子供たちと積極的に話をして、発想を引き出していまし
た。自分たちの街を知ることはとてもいい機会だと思います。今まで
気づかなかった視点だったり、こんな人たちが生活しているんだと
発想力も広がると思います。このような機会を増やして、地域交流が
活性化することで直接的に地域活性へと繋がると思うので、今後も引
き続き活動を続けていければと思います。


